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１  は じ め に

 １ 計画策定の背景と目的
　新発田市では、公共交通の利用者の減少によりサービスが衰退するという悪循環の流れの中で、

自家用車を運転できない、いわゆる「交通弱者」の移動手段の確保や、ネットワークの維持確保に

対する財政負担の増大が大きな問題となっており、平成 20 年度に「新発田市地域公共交通総合連

携計画」を策定し、「地域が支え、地域に応じた『わかりやすく』『使いやすく』『持続可能な』公共

交通体系の構築」を目指して、既存のバス路線の見直しを中心とした公共交通施策に取り組んでき

ました。

　近年、人口減少、少子高齢化は加速の一途をたどっており、新発田市についても、平成 27 年国

勢調査では、昭和 55 年以降初めて、総人口が 10 万人を下回ることとなりましたが、国立社会保障・

人口問題研究所の推計によると、今後も人口減少が進むことが予想されています。

　人口減少、少子高齢化が進行すると、自治体における税収額の減少により、これまでどおりの行

政サービスを継続的に提供することが困難になり、ひいては公共交通の分野においても、サービス

衰退の深刻化が予測されます。

　加えて、事業者の経営状況の悪化に伴う路線廃止や、自動車を運転できない高齢者の増加に伴う

公共交通ニーズの高まりなど、公共交通を取り巻く環境の厳しさがより一層増すとともに、改善を

求める住民の声が急速に高まっているのが現状です。

　そのような中、平成 25 年 12 月に「交通政策基本法（平成 25 年法律第 92 号）」が施行され、地

方公共団体が中心となって、まちづくりと連携しながら、地域全体を見渡した公共交通ネットワー

クの構築を図ることが示されました。また、平成 26 年 11 月に施行された「地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律の一部を改正する法律（平成 26 年法律第 41 号）」において、交通政策基本

法の趣旨を実現するため、地方公共団体が「地域公共交通網形成計画」を作成することができるよ

うになりました。

　新発田市では、「新発田市まちづくり総合計画」に掲げる将来都市像「住みよいまち日本一 健康

田園文化都市・しばた」の実現に向け、人口減少対策と地方創生を最重要課題として取組を進めて

います。また、「新発田市都市計画マスタープラン」と「新発田市立地適正化計画」において、「コ

ンパクトシティ・プラス・ネットワーク」のまちづくりを推進する方針を示すとともに、新発田市・

胎内市・聖籠町を圏域とする定住自立圏の形成を進め、周辺市町村と広域的な連携を図ることが併

せて必要となっています。

　このような状況を踏まえ、公共交通が地域の足として住民の暮らしを支え、「住みよいまち　しば

た」の実現に向けた基盤となるよう、公共交通施策の今後の取組の方向を示すことを目的として、

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第 5 条第 1 項に基づき、「新発田市地域公共交通網形

成計画」を策定します。
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 ２ 計画の位置付け
　本計画は、新発田市の最上位計画である新発田市まちづくり総合計画との整合を図るとともに、

新発田市都市計画マスタープランや関連計画と連携した、「地域にとって望ましい公共交通網のすが

た」を明らかにする「地域公共交通のマスタープラン」として位置付けるものです。

 ３ 計画の期間
　計画の期間は、平成 29 年度から平成 35 年度までの 7 年間とし、新発田市まちづくり総合計画

の計画期間（平成 28 年度～平成 35 年度）と整合を図ります。

図表 1-1：計画の位置付け

新発田市地域公共交通網形成計画
・地域公共交通の取組の指針「地域公共交通のマスタープラン」
・交通事業者をはじめとした関係機関と連携して策定 　　　　

関連施策

など

新発田市まちづくり総合計画
将来都市像「住みよいまち日本一 健康田園文化都市・しばた」

新発田市都市計画マスタープラン

　 ・まちづくり、土地利用 新発田市立地適正化計画

中心市街地
活性化 観光振興 福　祉 健　康 環　境
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 ４ 計画の区域と地区区分
　本計画の区域は新発田市全域を基本とします。ただし、施策の実施に当たっては、公共交通の利

用ニーズを踏まえ、近隣市町村とも連携しながら取組を進めることとします。

　また、地域の公共交通の検討に当たっては、中学校区単位を基本とした地区区分に基づき進めて

いきます。

図表 1-2：地区区分
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 ５ 計画の進捗管理

(1)  PDCA サイクルによる計画の推進

　本計画における各施策の取組の実施状況や評価指標の達成状況については、「PDCA サイクル」

に基づき、評価・検証を行い、改善や見直しを図ることとします。

　また、新発田市と公共交通事業者、道路管理者、地域公共交通の利用者等で構成される「新発田

市地域公共交通活性化協議会」において、取組の効果検証、進捗管理を行うとともに、本計画に係

る協議を進めていきます。

図表 1-3：PDCA サイクル

利用状況や効果把握、評価

目標及び計画の策定

事業の実施事業の改善、
見直し

点検・評価
Check

計　画
Plan

実　行
Do

見直し
Action

次期へ！
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(2)  評価指標の設定と評価の時期

　実施した取組の成果を客観的に測るため、本計画における目標レベルで「評価指標」と本計画の

最終年度における「目標値」を設定します。

　本計画に係る取組の評価・検証については、毎年度実施するほか中間評価と最終評価を行います。

中間評価は、計画期間の中間年次に当たる平成 31 年度に行い、必要に応じて計画の見直しを行って、

平成 32 年度以降の取組に反映していきます。さらに、計画の最終年次である平成 35 年度には最終

評価を行い、その結果に基づき、次期計画（初年度：平成 36 年度）の取組の方向性を定めること

とします。

　また、中間評価と最終評価においては、利用者実態調査を行うなど、利用者のニーズや満足度を

把握し、今後の取組に活かしていきます。

図表 1-4：各時点の評価内容

評　価 時　期 内　容

年次評価 毎年度 ・統計資料や実績値に基づく取組の実施状況の評価
・取組の改善	

中間評価 平成31年度 ・統計資料や実績値、実態調査の結果に基づく目標の達成状況の評価
・計画の見直し検討

最終評価 平成35年度 ・統計資料や実績値、実態調査の結果に基づく目標の達成状況の評価
・次期計画の検討


